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【公開日】平成29年3月16日(2017.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2017-011
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   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ   43/00     １０５　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月20日(2017.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アミノオキシ基を含むオリゴ糖を調製する方法であって、
　（ａ）第１の反応基を含むオリゴ糖を提供するステップであって、前記第１の反応基は
ヒドラジド基またはカルボキシル基である前記ステップと、
　（ｂ）アミノオキシ基および第２の反応基を含むアミノオキシ化合物を提供するステッ
プと、
　（ｃ）前記オリゴ糖の前記第１の反応基と、前記アミノオキシ化合物の前記第２の反応
基とを反応させるステップと、
を含み、それによって、前記アミノオキシ基を含むオリゴ糖を調製する方法。
【請求項２】
　前記第２の反応基は、ヒドラジン、ヒドラジド、セミカルバジド、チオセミカルバジド
、アミン、カルボキシル、エステル、ハロゲン化アシル、アシルアジド、ハロゲン化アル
キル、無水物、イソチオシアナート、イソシアナート、およびハロゲン化スルホニル基か
ら選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の反応基は、ヒドラジド基である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の反応基は、カルボキシル基である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
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　前記アミノオキシ化合物は、化学式ＩＩの化合物から選択され、
【化１】

化学式ＩＩ
式中、Ｙは、前記第２の反応基であり、Ｚは、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアリール、アリール、およびヘテロシクリルから選択され、Ｐは、アミノ保護基から選
択される、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　Ｙは、
【化２】
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【化３】

から選択され、式中、Ｘは、ハロゲン、アジド、アシルオキシ、アルコキシ、アリールオ
キシ、ヘテロアリールオキシ、およびヘテロシクリロキシから選択される、請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　Ｙは、（ｂ）
【化４】

である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　Ｘは、アリールオキシ、ヘテロアリールオキシ、およびヘテロシクリロキシから選択さ
れる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　Ｘは、
【化５】

 　 
である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アミノオキシ化合物は、化学式ＩＩＩの化合物から選択され、

【化６】

　 
化学式ＩＩＩ
式中、Ｙは、第２の反応基であり、ｎは、１～１０の範囲の整数から選択され、Ｐは、ア
ミノ保護基から選択される、請求項５に記載の方法。
【請求項１１】
　ｎは、１である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　Ｙは、カルボキシル、エステル、ハロゲン化アシル、アシルアジド、ハロゲン化アルキ
ル、無水物、イソチオシアナート、イソシアナート、またはハロゲン化スルホニル基であ
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る、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記アミノオキシ化合物は、
【化７】

である、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　Ｙは、ヒドラジン、ヒドラジド、セミカルバジド、チオセミカルバジド、またはアミン
基である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記アミノオキシ化合物は、
【化８】

である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記オリゴ糖は、

【化９】

である、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記オリゴ糖は、



(5) JP 2017-52962 A5 2017.6.8

【化１０】

である、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記アミノオキシ化合物は、アミノ保護基を含み、前記方法は、（ｄ）前記アミノオキ
シ基を含むオリゴ糖を脱保護するステップをさらに含む、請求項１～１７のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の方法によって生成される、アミノオキシ基を含
むオリゴ糖。
【請求項２０】
　アミノオキシ基を含むオリゴ糖を調製する方法であって、
　（ａ）第１の反応基を含むオリゴ糖を提供するステップであって、前記オリゴ糖は、

【化１１】

であるステップと、
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　（ｂ）アミノオキシ基および第２の反応基を含むアミノオキシ化合物を提供するステッ
プであって、前記アミノオキシ化合物は、化学式ＩＩＩの化合物から選択され、
【化１２】

化学式ＩＩＩ
式中、ｎは、１～１０の範囲の整数から選択され、Ｐは、アミノ保護基から選択され、Ｙ
は、前記第２の反応基であるステップと、
　（ｃ）前記オリゴ糖の前記第１の反応基と、前記アミノオキシ化合物の前記第２の反応
基とを反応させるステップと、
を含み、それによって、前記アミノオキシ基を含むオリゴ糖を調製する、方法。
【請求項２１】
　Ｙは、

【化１３】

であり、式中、Ｘは、ヒドロキシ、アリールオキシ、ヘテロアリールオキシ、およびヘテ
ロシクリロキシから選択される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　Ｘは、
【化１４】

である、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記アミノオキシ化合物は、

【化１５】

である、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　ステップ（ｃ）は、結合試薬および／または触媒の存在下で、前記オリゴ糖の前記第１
の反応基と、前記アミノオキシ化合物の前記第２の反応基とを反応させるステップを含む
、請求項２０～２３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２５】
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　前記触媒は、
【化１６】

である、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　アミノオキシ基を含むオリゴ糖を調製する方法であって、
　（ａ）第１の反応基を含むオリゴ糖を提供するステップであって、前記オリゴ糖は、
【化１７】

であるステップと、
　（ｂ）アミノオキシ基および第２の反応基を含むアミノオキシ化合物を提供するステッ
プであって、前記アミノオキシ化合物は、化学式ＩＩＩの化合物から選択され、
【化１８】

化学式ＩＩＩ
式中、ｎは、１～１０の範囲の整数から選択され、Ｐは、アミノ保護基から選択され、Ｙ
は、前記第２の反応基であるステップと、
　（ｃ）前記オリゴ糖の前記第１の反応基と、前記アミノオキシ化合物の前記第２の反応
基とを反応させるステップと、
を含み、それによって、前記アミノオキシ基を含むオリゴ糖を調製する、方法。
【請求項２７】
　Ｙは、ヒドラジン、ヒドラジド、アミノオキシ、チオセミカルバジド、セミカルバジド
、またはアミン基である、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
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　前記アミノオキシ化合物は、
【化１９】

である、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　ステップ（ｃ）は、結合試薬および／または触媒の存在下で、前記オリゴ糖の前記第１
の反応基と、前記アミノオキシ化合物の前記第２の反応基とを反応させるステップを含む
、請求項２６～２８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３０】
　前記結合試薬は、１－エチル－３－（３－ジメチルアミノプロピル）－カルボジイミド
（ＥＤＣ）であり、前記触媒は、Ｎ－ヒドロキシスクシンイミド（ＮＨＳ）である、請求
項２９に記載の方法。
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